



















































































写真１　昭和 23 年当時の高屋敷館遺跡周辺の空中写真 ※右側は一部加筆
















跡の調査 [浪岡町教育委員会 2004] 以外は、青森県埋
蔵文化財調査センターが発掘調査を実施、報告されて







[ 青森県 2005]、工藤清泰氏は、野尻遺跡群の９～ 10
世紀代の集落の機能分化が一度凝縮する形で環壕域が
形成されたと説明しており [ 工藤 1999]、井出氏 [ 井
出 2002] や八木氏 [八木 2011] も野尻遺跡群が収斂し
て高屋敷館遺跡に集約されるものとしている。野尻遺


















現地を踏査したところ、南北 51.1 ｍ、東西 45.8 ｍ、















































以前」としており [ 青森県教育委員会 1996b:P.299]、
山元（１）遺跡では、10 世紀中葉以降のやや新しい




































































































（青森県教育委員会 2006『野尻 (3) 遺跡Ⅱ』P.275･276 掲載図に青森市遺跡地図および青森県教育委員会






















（青森市遺跡地図に青森県教育委員会2005b『山元 (1)遺跡』P.12･13:図 7および青森県教育委員会 2006『野





























（青森市遺跡地図に青森県教育委員会2005b『山元 (1)遺跡』P.12･13:図 7および青森県教育委員会 2006『野



















































森県遺跡地名表』[ 青森県教育委員会 1978] でも高屋敷
館遺跡の記載は認められるが、野尻館の記載はない。
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